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三
月
五
日
に
開
幕
し
た
全
国
人
民
代
表
大
会
（
全
人
代
）
の
政
府

活
動
報
告
で
、
李
克
強
首
相
は
二
〇
二
一
年
を
回
顧
し
、「
こ
の
一

年
に
収
め
た
成
果
は
、
習
近
平
同
志
を
核
心
と
す
る
党
中
央
の
力
強

い
指
導
の
た
ま
も
の
、
習
近
平
『
新
時
代
の
中
国
の
特
色
あ
る
社
会

主
義
』
思
想
の
科
学
的
な
導
き
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
全
党
・
全
軍
・

全
国
各
民
族
人
民
の
団
結
奮
闘
の
た
ま
も
の
」
と
、
人
民
代
表
へ
の

謝
意
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
習
近
平
体
制
に
よ
る
指
導
へ
の
称
賛
を

惜
し
ま
な
か
っ
た
。

不
透
明
な
内
外
情
勢
、
求
め
ら
れ
る
経
済
の
安
定

　

政
府
活
動
報
告
は
、
二
〇
二
二
年
の
経
済
成
長
率
目
標
を
「
五
・

五
％
前
後
」
と
し
た
。「
六
％
以
上
」
と
し
た
二
一
年
か
ら
す
れ
ば

目
標
値
の
引
き
下
げ
で
あ
る
。
二
一
年
の
中
国
経
済
は
、
後
半
に
な

る
と
不
動
産
規
制
の
強
化
や
資
源
価
格
の
上
昇
、
冬
季
五
輪
に
ゼ
ロ

コ
ロ
ナ
で
臨
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
停
滞
気
味
で
、
二
二
年
の
成
長
率

に
つ
い
て
五
％
程
度
と
目
標
を
や
や
下
回
る
予
想
が
多
い
。

　

と
は
い
え
、
今
年
は
秋
に
共
産
党
大
会
を
控
え
て
い
る
。
そ
れ
も

習
政
権
の
三
期
目
入
り
が
注
目
を
集
め
る
歴
史
的
大
会
で
あ
る
。
党

大
会
を
見
据
え
、
報
告
が
「
二
〇
二
二
年
の
政
府
活
動
の
任
務
」
の

筆
頭
に
掲
げ
た
の
は
、「
マ
ク
ロ
経
済
の
基
盤
の
安
定
化
に
力
を
入

れ
、
経
済
の
動
き
を
合
理
的
な
範
囲
内
に
保
つ
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

報
告
は
、「
積
極
的
な
財
政
政
策
の
効
果
を
向
上
さ
せ
る
」
と
し

て
景
気
支
援
策
を
打
ち
出
し
た
。
減
税
措
置
の
延
長
や
税
の
還
付

な
ど
、
二
・
五
兆
元
（
約
四
五
兆
円
）
規
模
の
税
負
担
軽
減
を
盛
り

込
む
ほ
か
、
地
方
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
た
め
専
項
債
を
二
一
年
レ
ベ

ル
に
維
持
し
三
兆
六
五
〇
〇
億
元
発
行
す
る
。
も
っ
と
も
、
積
極
財

ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
調
査
研
究
員

箱
崎
大

習
体
制
二
期
目
を
締
め
く
く
る
全
人
代
。

政
府
活
動
報
告
で
は
経
済
の
安
定
が
強
調
さ
れ
、

二
〇
二
二
年
「
五・五
％
」
成
長
を
実
現
す
べ
く

財
政
・
金
融
を
積
極
的
に
動
員
す
る
構
え
だ
。

習
・
三
期
目
の
順
調
な
離
陸
は
経
済
に
か
か
っ
て
い
る
。

は
こ
ざ
き　

だ
い　

都
市
銀
行
入
行
後
、

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
、
銀
行
系
シ
ン
ク

タ
ン
ク
、
香
港
駐
在
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
経
て
、

二
〇
〇
三
年
ジ
ェ
ト
ロ
へ
。
北
京
事
務
所
次

長
、
海
外
調
査
部
中
国
北
ア
ジ
ア
課
長
を

経
て
、一八
年
よ
り
現
職
。

習
近
平
体
制
三
期
目
を
見
据
え
た
中
国
全
人
代
報
告
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政
で
も
財
政
赤
字
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
二
・
八
％
と
、
前
年
の
目
標
値
三
・

二
％
よ
り
抑
え
た
。財
政
支
出
は
昨
年
よ
り
二
兆
元
超
拡
大
す
る
が
、

財
政
収
入
に
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
行
う
こ
と
で
、
赤
字
比
率
は

新
型
コ
ロ
ナ
前
の
一
九
年
（
二
・
八
％
）
と
同
水
準
に
戻
す
。
そ
の

中
で
、
二
二
年
予
算
案
の
国
防
費
が
一
・
四
兆
元
と
な
り
、
前
年
比

伸
び
率
で
は
七
・
一
％
と
二
一
年
予
算
（
六
・
八
％
）
よ
り
も
高
ま
っ

た
点
は
目
を
引
く
。
習
政
権
三
期
目
の
順
調
な
滑
り
出
し
に
は
軍
か

ら
の
支
持
も
欠
か
せ
な
い
。
さ
ら
に
、
金
融
政
策
に
つ
い
て
は
「
穏

健
な
金
融
政
策
の
実
施
を
強
化
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
追
加
利
下

げ
の
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

報
告
は
「
二
〇
二
二
年
の
経
済
・
社
会
発
展
の
全
般
的
要
請
と
政

策
の
方
向
性
」
に
つ
い
て
、「
マ
ク
ロ
経
済
の
基
盤
の
安
定
化
に
力

を
入
れ
、
経
済
の
動
き
を
合
理
的
な
範
囲
内
に
保
ち
、
社
会
の
大
局

の
安
定
を
保
ち
、
勝
利
の
う
ち
に
第
二
〇
回
党
大
会
の
開
催
を
迎
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。
不
確
定
要
素
が
多
い
状
況
下
で

あ
っ
て
も
、
習
近
平
体
制
三
期
目
の
ス
タ
ー
ト
は
順
調
な
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
経
済
お
よ
び
社
会
の
安
定
確
保
が
必
須

と
さ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
批
判
に
距
離
を
置
く
中
国

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
加
わ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
か
、
報
告
は
「
国
内
外
の
情
勢
を
総
合
的
に
検
討
・
判
断

す
る
と
、
今
年
わ
が
国
の
発
展
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
や
課
題
は
著
し

く
増
加
し
て
い
る
」と
情
勢
変
化
へ
の
警
戒
感
を
隠
さ
な
い
。
実
際
、

資
源
価
格
は
高
騰
し
、
株
価
も
世
界
各
地
で
下
落
し
て
い
る
。
欧
米

諸
国
は
力
に
よ
る
現
状
変
更
を
試
み
る
ロ
シ
ア
に
経
済
制
裁
を
強
め

て
い
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
や
ま
な
い
。

　

他
方
、
中
国
に
は
表
立
っ
て
の
ロ
シ
ア
批
判
は
み
ら
れ
ず
、
欧
米

諸
国
は
経
済
制
裁
が
骨
抜
き
に
な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
が
、
報

告
は
「
国
際
社
会
と
と
も
に
、
世
界
の
平
和
・
安
定
と
発
展
・
繁
栄

を
促
進
す
る
た
め
に
、
新
た
に
よ
り
大
き
く
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を

望
ん
で
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
と
欧
米
の
対
立
が
深
ま
る

ほ
ど
、
ロ
シ
ア
批
判
に
距
離
を
置
く
中
国
の
、
世
界
の
平
和
と
安
定

の
た
め
の
「
新
た
」
で
「
よ
り
大
き
」
な
「
貢
献
」
の
中
身
が
注
目

さ
れ
る
。

　

報
道
に
よ
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
外
相
は
停
戦
の
仲
介
役
と
し
て
中

国
に
期
待
を
表
明
し
て
い
た
。
中
国
は
ロ
シ
ア
と
の
関
係
も
深
く
、

停
戦
に
成
功
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
欧
米
が
リ
ー
ド
し
て
き

た
世
界
政
治
に
転
機
の
到
来
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
中

国
国
境
か
ら
程
遠
く
、「
核
心
的
利
益
」
で
も
な
い
地
域
の
困
難
な

停
戦
仲
介
に
、
異
例
の
三
期
目
を
目
前
に
し
た
習
主
席
が
乗
り
出
す

の
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
あ
る
。
●




